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    ◆2024/1/27田中哲さん講演会とおしゃべり会（～３/１グーグルアンケートより）               

講演会の感想 

＊振り子の原理 村のという認識、大変新鮮な考え方でした。 

＊判りやすく十分にのみ込める内容で今後の活動に参考となりました。時間の関係上おしゃべり会には参加出来ま

せんが、また田中先生の講演を聞きたいです。ありがとうございました。 

＊子どものこころの発達について、家族からコミュニティ、そしてソサイエティに進んでいく過程に安心できるウチモ

ードとちょっと頑張るヨソモードになる振り子の例えなどとてもわかりやすかったです。日本ではコミュニティの役

割が学校に丸投げされているというお話の中で、不登校の子どもたちが増えている居づらさが増している学校の

現状をどうしていくか大きな問題だと感じました。フリースクールや子ども食堂など民間が担っている仕組み、自

己責任が求められる社会を大人の責任で変えていかないといけないなと感じました。たくさんの気づきを頂き、

ありがとうございました。 

＊子どものコミュニティ、居場所って大事だなと思いました。子どもがヨソモードとウチモードを行き来して心が発達

していく。多様な価値観を学んでいく。ウェルビーイングしていく。そのことを大人が理解して寄り添う。子育てサ

ロンをしていますが、ただ開いているのではなく、子どもや親が居心地がいいと思える居場所作り、子どものここ

ろの発達を考える共有したものを作っていけたらいいなと思います。ありがとうございました。 

＊講演会ありがとうございました。本当にひとりの子どもを育てるのに村が丸ごとひとつあるとよいのですが、現状

は子どもにとってとても厳しいですね。地域で子どもを育てるにはまず周りからと思っていますが、先日学校の懇

談会でも「うちの子にはいつも説教してます。調子に乗るなよ！友達とケンカするなよ」と言い聞かせてますと言

われる保護者がいました。これまで仲間がいない孤独な子育てをしてきたんだということが想像できます。まずは

親同士の関係づくり、子ども同士いろいろな失敗も体験して育ちあうことを共有して、地域のコミュニティづくりを

してきたいと思います。 

＊身近な子どもたちに当てはまり、今後のコミュニケーションの取り方の参考になりました。 

＊いろんな学びがピタッと繋がってよい時間になりました。大人として、子ども達の居場所を大切にしていきたいと

思いました。講演会中の待ちの時間に BGMが流れてもいいかも〜って感じました。今日は、ありがとうございま

した。 

＊居場所づくりが夢だったので、良い勉強になりました。ありがとうございました。時間が全体的に押して居たので、

予定通りに進めていただけるとありがたいなぁと思いました。 

＊学童保育で働いています。なかなか居場所とは言えませんが、子どもたちはイエモードとヨソモードを上手に出し

て活動しています。個人主議。 

＊子どもの発達を理解する上で核心をついた分かりやすい説明なのでとても勉強になりました。 

＊22年から三回講演を聞いてきたが大事な部分は何度も聞いて自分に落としていかなければと改めて思う。平等

と公平を今回は考えさせられました。障害を持つ子を育ててきた親として社会が多様な発達の子を共に育ちあう

コミニュテイを作る重要性を発信しているかと問いかけたいです。不登校も自分を受け入れて、自分を出せる場

がないと自立へ進めないですよね。育ちの土台はやはり親の愛情。でも親自身が愛されないで育ってきた、家庭

環境が安心できない場だった事例が多い中でその親を大丈夫と言ってあげるコミニュテイの場も必要なんだろう。

多分このような学習会は直に顔を合わせて語り合うことが良いですよね。良い講演をありがとうございました。 

＊すごくわかりやすく話していただきました。ウチモードとソトモード、納得です。自分の子育てを思い返すと反省点

ばかりです。子どもに問題があることが問題ではなくてコミュニティの問題であること、大人の問題ですね。良い

学びの場をありがとうございました。 

＊やっぱりよかった!田中哲さん!今回は又違う視点からで面白かったです。子どものことやってたら、まちづくりに

繋がってきた今までを、ひも解き解説してもらったような気がして、すっきり!インクルーシブという言葉のもやもや

もすっきり!「心の育ちが大切だということ、そしてそれが共有されていることの大切さ」「子どもたちのために居場

所があるとはどうゆうことか」あたりも、なるほどなるほど、と、いい言葉を頂けました!?ありがとうございました。 

＊初孫が丁度１歳になり、歩き始め保育園にも入園し、自我の目覚めも出てきた状態でしたので勉強になりました。

とりわけ「こころの発達」は、幼児からお年寄りまで人と関わりを持つ中で育ち、それが社会的発達につながって
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ゆくことに納得しました。戦争、災害、事件、政治腐敗と様々な信じがたいことが起きますが、家族や地域のコミュ

ニティーを大切にしながら、どんな人も共に暮らしていける視点を持った生活者でありたいと思います。講演あり

がとうございました。 

＊もっと早く知っていたら、子育てに活かせたのにな～と思いました。 

＊子どもの成長に必要なことやふりこのように揺り戻しを繰り返しながら発達していくお話がとてもわかりやすく、納

得できました。 

＊成長の過程に応じた育ちがあり、社会の一員として、1人の人間として自立を目指すこと。それには、早期から親

子、家族以外の人間関係も必須だという事。丁寧な資料を含めて、今回も分かり易く教えて頂きありがとうござ

いました。中々難しい時代ですが…柔軟に考えていきたいと思いました。 

＊今私の住んでいる町では、子どものいる親が校区の子ども会を離脱し行事もないので、町の子ども達の顔が分

からないし、子ども達も近所のおじさんおばさんの顔が分かりません。PTA 活動もボランティアによるものになり、

一部の人しか関わらないのではないか…という懸念があります。楽かもしれませんが、何か心配になります。 ウ

チモードとソトモードのお話はとても納得しました。 ありがとうございました。 

＊子どもの育ちについて、本来の基本的なことを教えてもらったような気がします。集団の中で育つということ。いま

は、学校が歪められています。不登校30万人の7割が引きこもりの現実。発達から疎外されています。何とかな

らないかと思うばかりですが。 

＊ふりこのようにウチとヨソを行ったり来たりしながら、心が発達していくお話がよくわかりました。ちょっと背伸びす

るために、甘えんぼモードになることも保障されてないといけないということにも納得です。子どもの見せるいろん

な姿の意味を考える引き出しが増えた気がします。自分自身が頑張れないときにもふりこのことを思い出して、あ

んまり自分を責めないようにしたいと思います。ありがとうございました。 

＊仕事で子どもと関わっているので、活かしていきたいと思います。 

＊子どもが自分らしさを認めてもらえる場所が大事、というメッセージに共感しました。 

＊退職教師です。現場にいる頃、所謂「ウチ・モード」「ソト・モード」の切替がうまくいかない子をよく目にしました。教

師は「家庭が・・」、保護者は「学校が・・」と互いに不信を深めることが多く、そのたびに「家でいい子にしなきゃい

けないから、学校で表出させるしかない子もいるだろうし、学校でちゃんとしなきゃいけないと脅迫的になってい

る子なら家に帰って一気に甘えが出たって不思議じゃないのでは・・？」と同僚や保護者と話してきました。教育

現場が多忙化し、ＳＮＳの発達もあり、教師と保護者がロクに話し合うこともなく互いのレッテル貼りをしている現

状に胸が痛みます。今回の講演で、ささやかながら現役の頃に行っていたことに理論的な後ろ盾をいただいた気

がします。感謝申しあげます。 

＊保育の現場にいます。子ども誰でも通園制度という、子どもにとって害にしかならない制度が今、試行されていま

す。2026年からは本格的に実施されるので、危惧しています。田中先生のような子どもの発達の観点から問題

点を指摘できればと思います。また、今回のお話は子どもというより大人に当てはめて聞いていました。人との関

わりが薄く、よそとうちの心理的なバランスの取り方がよくわからないままに大人になり、コミュニケーションが難

しい人が増えている気がします。いつからでも取り戻せると信じて学んでいきたいものです。 

＊子どもの心の発達は、一生続いていき成長していく。色々な体験・経験を、サポートする大人も一緒に共有し分か

ち合うことが大切だということ。自分らしさ・自分を認めてくれる子どもの居場所はとても大切であり、子ども達の

自立に向けての話を伺うことができ良かったです。ありがとうございました。 

＊子どもが産まれてから社会人として自立するまでの成長過程、周りの大人やコミュニティの役割の重要性を、大

変具体的に理解することが出来ました。 

＊心の育ちに寄り添うために必要なものは 必要な人とは というお話をされ興味深く聞きました 。 

＊育ちを支えられるコミュニティを 微力ながらも作っていけたら いいと思っているところです 

＊今回もとても分かりやすい講演でした。ありがとうございました。「ひとりの子どもを育てるのに村が必要」と何度

も聞いているうちに「何故陰湿ないじめは繰り返されるのか?」と考えていました。本当に、村のあり方、社会のあ

り方が問われているのですね。大人がバラバラに活動せずに、大きくつながっていくことが必要だと改めて思いを

強くしました。 
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＊改めて子どもの心育ちの仕組みを振り返る事ができました。ウチモードとソトモードのバランスを失わずに発達で

きること。それが自立へと繋がっていくこと。 

＊アフリカのコミュニティが出てきていましたが、これは全世界の人類に共通するのでしょうか？古代日本人はどう

だったのかな？と思いました。が、考え方はすごーく理解できました。 

＊地域が子どもを育てる。その地域を作る大人でありたいと思いました。 

＊子どもが家と外とであまりに違う原因がよく理解できました。家では安心させ、甘えさせて大丈夫だと分かりまし

た。 

＊子どもの成長発達を社会という横の広がりの中での視点から丁寧にご説明くださり、大変勉強になりました。お

そらく私が生まれた60年前くらいの日本社会であれば、そのような育ちが自然となされていたのではないかなと

思いますが、現代ではあえて「発達障害」だとか「インクルーシブ」だとか言わなければならない、それは逆に現代

社会が子どもの自然な社会的発達を阻害してしまっているからなのかなあ、など、いろいろ考えてしまいました。

大人たちが、子どもの育ちをよく理解し、寛容に育むことが出来るよう更に学びを続けたいと思いました。 

＊ウチモードとヨソモードの柔軟な切替ということが印象的でした。切替の不調とコロナの時代の関係性がもう少し

聞きたかった。 

＊本当に子どもひとりひとりを育てるコミュニティであってほしいなあと思います。現実はその真逆になってきてるよ

うな気がします。 

＊村（コミュニティ）の役割、その中で子どもが育つことの大切さ、そのコミュニティの役割が今は学校に委ねられ、

学校から離脱すると社会で生きていくことが困難になってるという構図になるほどと思いました。 

＊先生不足が問題になってるけど、いろんな役割を果たすことを求められ過ぎてる状況じゃ、なりたい人もいなくな

ってしまいますね。 

＊日常、子どもたちと過ごす中で大切だなと”感じ”ている瞬間の「大切さ、意味」を”言葉”にしてくださって、理解し

なおせたように思います。ありがとうございました。 

＊子どもが家では甘え、外（学校）では頑張ってくるウチモードとヨソモードがあることは子育てをしていてすごく感

じることではありましたが、それが別々にあるのではなく振り子になっていると聞いてとても腑に落ちました。家庭

がウチモードで安心して心地よく過ごせる場になっているか... 考えていきたいです。早く寝てほしい、時間を守

ってほしいとできていないことにフォーカスしてしまい、注意したり怒ったりとしがちの毎日なのですが、家庭は子

どものウチモードの場所だと考えると親も余裕持って接することが少しでもできれば良いなと思います。なかなか

難しいですが...またコミュニティの大切さを改めて感じました。子ども達には地域の様々な大人や子どもと関わり、

安心して自分を出せる場があるのでそういう環境で育っていることに安心もできました。私自身も地域の大人と

して、我が子だけでなく周りにいる子ども達の育ちを見守りながら、関わり続けていきたいと思います。 

＊「ふりこの原理」と「平等と公平の違い」が目から鱗でした。これまで、我が子が私から離れて遊べるのを「愛着形

成がしっかりできている」と言っていただいても、意味が本当には解っていませんでしたが、理解できました。 

＊子どもが｢自分らしくいられる場所｣を親が子を大事にするあまり奪っていってるんだなと気付かされました。もっ

と親のいないところで自由に、いろいろな刺激を受けて、「自分らしくいられる場所」を見つけて欲しいと思いまし

た。 

＊満足度が５が最高値では足りないくらい、もう１０をつけたいほどとてもおもしろくて分かりやすくて充実した時間

でした。初めて田中先生のお話をお聴きしたのですが、「子どもがどのように育っていくのか？」「そのためには何

が大切なのか？」ということがとても分かりやすく語られてスーッと自分の中に入ってきました。「『子どもが自立し

ていく足場』としての『コミュニティ』として、学童保育は何ができるのか？」ということを考えた時に、「『ウチ』と『ヨ

ソ』の両方の機能を合わせ持った学童保育」として、今日のお話を踏まえながら生活や遊びをつくっていったり、

子どもとの関わりを考えたりすることができると思いました。また、最後のお話にあったように、支援員が関わりに

困難さを抱える子どもが増えている中で、生活や遊びの中での画一的なルールを押し付けられていることで、「多

様な子どもが”そのままで居られない”」＝仲間集団の中で評価されない（否定的な評価をされる）ことから、より

荒れてしまっているようなことも多く起こっています。「多様な発達をする子どもが”そのままでいられる”コミュニ

ティ」としての生活や遊びをつくり、「安全なヨソ」の中で「仲間集団の間で評価される」ことを通して、「対等な関係
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の集団への適応」や「他人との約束を実行」しようとする気持ちを育んでいくことが、学童保育におけるひとつの実

践の道筋になるのではないかと思いました。 

先日「ドッチボールで外野でじっと待っていることが嫌で、当たっても内野に居続ける（で、ひんしゅくを買う）」１年

生の男の子が、ルールを変えて「当たっても外野にいかなくてもよく、ただひたすら”体力が尽きる”まで２チーム

で玉を投げ合って当てて捕って避けまくる」という遊びをしたのですが、きっとそんな風に「約束ごと（ルール）を守

って」遊ぶ機会だけでなく、「そのままでいられながら遊ぶ」機会もつくっていくことが大切になるのではないかと

思います。ちなみに彼は、疲れて寝そべっても「ギブアップする？」と私がいやらしく言うと立ち上がってまた遊び

続けて、結局１００分間も遊び続けたのですが、「１００分も遊んだとよ！」と言うと、「１００分！！１００分って…何

分？」と言っていました（笑） 

明日への実践につながるご講義をありがとうございました。 

 

おしゃべり会の感想 

＊田中先生、ありがとうございました。 

＊グループのお世話係をさせていただきました。緊張しましたが、参加の方々を中心にお話をすることができたかな

と思います。また、様々な世代のグループだったので、いろんな話ができ良かったです。 

＊時間が短く感じました。保護猫活動は良いと言われて嬉しかったです。 

＊とても自分のことに重ねて発言があり、素晴らしかったです。実行委員会の皆さんお疲れ様でした✨" 

＊皆さんの悩みや活動を知る事ができたのでとても良かったです。 

＊参加の予定でしたが、予定が入り参加できませんでした。 

＊グループに別れた時の時間がもう少しあったらと思いました。 

 

ご意見や要望 

＊本当にいろいろ考えさせられて、とても勉強になりました。 

＊今回関わらせていただきありがとうございました。たくさん学ぶことができました。親として自分の住む地域の大

人として、どのようなあり方が良いか周囲の大人と話をしていけたらいいなぁ～と思います。 

＊参加者さんの繋がりの場（時間）があったらよかったなぁと思います。どういう活動されてるのか知りたかったで

す。 

＊また参加します☺ 

＊学童クラブの仕事をしていて毎日子どもたちに接するのですが、子どもの気持ちを読み取るのはとても難しいと

日々感じています。先ずは、私自身が知識を持ち子どもに関わって行けるよう学び続けます。また是非田中哲先

生の講演会をお聞きしたいです。田中先生、そして講演会を企画して下さった皆様、どうもありがとうございまし

た。 

＊講演の内容を、実際の診療に基づいた具体例を出して頂けると、もっと分かりやすくなるのではないかと思いまし

た。 

＊楽しかった〜いつも勉強になります。 

＊またいろいろ案内をお願いします。 

＊心の育ちは大切なものだという考え方が、年々共有されない社会になっている。その中で子どもがフリーズして

自己表現しているのが、不登校ではないかと思う。 

＊発達障害や不登校の実例を交えて、もっと詳しく伺いたいと思いました。現在、私は「なべの部屋」という、全国の

学童保育支援員が集って学び合う場をつくっていて、毎月オンライン（zoom）で学習会を行っています。ぜひ、

「なべの部屋」のみなさんにも田中先生のお話を聞いてほしいと思ったのですが、ご講義いただくことは可能でし

ょうか？（大変恐縮ではございますが、よろしければ連絡先等を教えていただけないかと…） 

 

 

 

お住まいの市町村 

・福岡市③・福岡市中央区②・福岡市東区④・福岡市城南区④・福岡市南区⑤・福岡市早良区⑤・糸島市③・筑紫野市② 

・福津市・鞍手郡・神奈川県・北九州市小倉北区・北九州市戸畑区・四日市市・佐賀市・大分市・奈良市・東京都練馬区 


